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各学年の内容 Ｄ 水遊び 水泳運動

１．２年 ３．４年 ５．６年

Ｄ 水遊び Ｄ 水泳運動 Ｄ 水泳運動
低学年の水遊びは，｢水の中を移動する運動遊び｣及び｢も 中学年の水泳運動は，｢浮いて進む運動｣及び｢もぐる・浮 高学年の水泳運動は，｢クロール｣，｢平泳ぎ｣及び｢安全確保

ぐる・浮く運動遊び｣で構成され，水につかって歩いたり走 く運動｣で構成され，水に浮いて進んだり呼吸したり，様々 につながる運動｣で構成され，続けて長く泳いだり，泳ぐ距
ったり，水にもぐったり浮いたりする楽しさに触れることが な方法で水にもぐったり浮いたりする楽しさや喜びに触れる 離や浮いている時間を伸ばしたり，記録を達成したりする楽
できる運動である。 ことができる運動である。 しさや喜びを味わうことができる運動である。
低学年では，水遊びの楽しさに触れ，その行い方を知ると 低学年の水遊びの学習を踏まえ，中学年では，水泳運動の 低学年の水遊びと中学年の水泳運動の学習を踏まえ，高学

ともに，水慣れを通して不安感を取り除き，水の心地よさを 楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとともに，け伸びや 年では，水泳運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理
味わうことからはじめ，水の中を移動すること，もぐる・浮 初歩的な泳ぎ，もぐる・浮くことなどの基本的な動きや技能 解するとともに，手と足の動かし方や呼吸動作などの基本的
くことなどの基本的な動きを身に付けるようにし，中学年の を身に付けるようにし，高学年の水泳運動の学習につなげて な技能を身に付けるようにし，中学校の水泳の学習につなげ
水泳運動の学習につなげていくことが求められる。 いくことが求められる。 ていくことが求められる。
また，水遊びを楽しく行うために，簡単な遊び方を工夫す また，運動を楽しく行うために，自己の課題を見付け，そ また，水泳運動を楽しく行うために，自己やグループの課

るとともに，順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動をした の解決のための活動を工夫するとともに，きまりを守り誰と 題を見付け，その解決のための活動を工夫するとともに，約
り，水遊びの心得を守って安全に気を付けたりすることなど でも仲よく運動をしたり，友達の考えを 認めたり，水泳運 束を守り助け合って運動をしたり，仲間の考えや取組を認め
をできるようにすることが大切である。 動の心得を守って安全に気を付けたりすることなどをできる たり，水泳運動の心得を守って安全に気を配ったりすること

ようにすることが大切である。 などをできるようにすることが大切である。
水遊びについて，次の事項を身に付けることができるよ 水泳運動について，次の事項を身に付けることができる 水泳運動について，次の事項を身に付けることができる

う指導する。 よう指導する。 よう指導する。

(1）(1) 次の運動遊びの楽しさに触れ，その行い方を知るととも (1) 次の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方を知るとと (1) 次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解す
知 に，その動きを身に付けること。 もに，その動きを身に付けること。 るとともに，その技能を身に付けること。
識 ア 水の中を移動する運動遊びでは，水につかって歩いたり ア 浮いて進む運動では，け伸びや初歩的な泳ぎをすること。ア クロールでは，手や足の動きに呼吸を合わせて続けて長
及 走ったりすること。 イ もぐる・浮く運動では，息を止めたり吐いたりしながら，く泳ぐこと。
び イ もぐる・浮く運動遊びでは，息を止めたり吐いたりしな いろいろなもぐり方や浮き方をすること。 イ 平泳ぎでは，手や足の動きに呼吸を合わせて続けて長く
技 がら，水にもぐったり浮いたりすること。 泳ぐこと。
能 ウ 安全確保につながる運動では，背浮きや浮き沈みをしな

がら続けて長く浮くこと。

ア 水の中を移動する運動遊び 初歩的な泳ぎとは，呼吸しながらのばた足泳ぎやかえる足 ア クロール
水の中を移動する運動遊びでは，その行い方を知るととも 泳ぎなど，近代泳法の前段階となる泳ぎのことである。この クロールでは，その行い方を理解するとともに，左右の手

に，まねっこ遊び やリレー遊びなどで，いろいろな姿勢で ような泳ぎでは，浮いて呼吸をしながら手や足を使って進む を入れ替える動きに呼吸を合わせて，続けて長く泳ぐこと。
歩いたり，自由に方向や速さを変えて 走ったりすること。 ことが大切であり，近代泳法の手や足の動かし方などの泳形 ［例示］
［例示］ にこだわる必要がない泳ぎである。 ○ 25～ 50ｍ程度を目安にしたクロール
○ 水につかっての水かけっこ，まねっこ遊び ・ 手を左右交互に前方に伸ばして水に入れ，水を大きくか
・ 胸まで水につかって大きく息を吸ったり吐いたりするこ ア 浮いて進む運動 くこと。
と。 ・ 水を手ですくって体のいろいろな部分にかけたり， 浮いて進む運動では，その行い方を知るとともに，プール ・ 柔らかく足を交互に曲げたり伸ばしたりして，リズミカ
いろいろな方向に飛 ばしたり，友達と水をかけ合ったりす の底や壁を蹴った勢いを利用して進むけ伸びをしたり，浮い ルなばた足をす ること。
ること。 て呼吸をしながら手や足を使って進む初歩的な泳ぎをしたり ・ 肩のローリングを用い，体を左右に傾けながら顔を横に
・ 水につかっていろいろな動物（アヒル，カニ，カエル， すること。 上げて呼吸をす ること。
ワニなど）の真 似をしながら歩いたり，腰や膝を伸ばした ［例示］ ○ ゆったりとしたクロール
一直線の姿勢になり手を使って 歩いたりすること。 ○ け伸び ・ １ストロークで進む距離が伸びるように，頭の上方で両
○ 水につかっての電車ごっこ，リレー遊び，鬼遊び ・ け伸びにつながるように，友達に手を引かれたり足を押 手を揃えた姿勢で，片手ずつ大きく水をかくこと。
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・ 水の抵抗や浮力に負けないように，自由に歩いたり走っ されたりした勢いを利用して，伏し浮き姿勢で続けて進むこ ・ １ストロークで進む距離が伸びるように，ゆっくりと動
たり，方向を変 えたりすること。 と。 かすばた足をすること。
・ 手で水をかいたり，足でプールの底を力強く蹴ったりジ ・ プールの底を両足で蹴り，体を一直線に伸ばした姿勢で ・ 呼吸する側の手をかく動きに合わせて，呼吸をすること。
ャンプしたりし ながら速く走ること。 進んだり，友達の股の下をくぐり抜けたりすること。 ・ 体

を縮めた状態になってプールの壁に両足をそろえてから，力
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 強く両足で蹴り出した勢いで，顎を引いて腕で頭を挟んで体 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
・ 水かけっこにおいて，顔に水がかかることが苦手な児童 を一直線に伸ばした姿勢で進むこと。 ・ 前方に伸ばした手が下がり，手のかきに呼吸を合わすこ
には，背中合わ せになったり，友達との距離を広げたりす ○ 初歩的な泳ぎ とが苦手な児童には，両手を必ず前方で揃えてから片手ずつ
るなど，遊び方を工夫するなど の配慮をする。 ・ 補助具を使って浮き，呼吸をしながら手や足を動かして かくための練習をする場や 仲間に手を引っ張ってもらいよ
・ まねっこ遊び（ワニ）において，水面に対して体を水平 進む初歩的な泳ぎをすること。 り前方に手を伸ばす練習をする場を設定したり，補助具をお
にした姿勢にな り手だけで歩くことが苦手な児童には，よ ・ 補助具を使って仰向け姿勢で浮き，呼吸をしながら手や さえる手に力を入れすぎないように助言したりするなどの配
り浅い場所で歩いたり，しゃが んだ姿勢でゆっくり移動し 足を動かして進む初歩的な泳ぎをすること。 慮をする。
たりするなど，段階的な遊び方を工夫するなど の配慮をす ・ 水面に顔を付け，手や足をゆっくりと動かし進むなど， ・ 頭が前方に上がり，横向きの息継ぎが苦手な児童には，
る。 呼吸を伴わない初歩的な泳ぎをすること。 歩きながら息継ぎの練習をする場を設定したり，へそを見る
・ 電車ごっこ，リレー遊び，鬼遊びにおいて，水の抵抗や ・ ばた足泳ぎやかえる足泳ぎなど，頭の上方に腕を伸ばし ようにして顎を引き，耳まで浸かって息継ぎをするように助
浮力の影響で歩 いたり走ったりすることが苦手な児童には，た姿勢で，手や足をバランスよく動かし，呼吸をしながら進 言したりするなどの配慮をする。
友達の後ろに続いて移動した り，手で水を力強くかいたり むこと。 ・ 手や足をゆっくり動かすことが苦手な児童には，一定の
することを助言するなどの配慮をする。 距離を少ないストローク数で泳ぐ場や，決められたストロー

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ク数で泳ぐ距離を仲間と競い合う場を設定するなどの配慮を
・ け伸びにおいて，体を一直線に伸ばすことが苦手な児童 する。
には，補助具や友達の手につかまり，大きく息を吸って伏し
浮き姿勢になるまで待つように助言したり，体を伸ばした状 イ 平泳ぎ
態になったところを友達に引っ張ってもらったりするなどの 平泳ぎでは，その行い方を理解するとともに，手の動きに
配慮をする。 合わせて呼吸し，キックの後には息を止めてしばらく伸びて，
・ け伸びにおいて，プールの底や壁を力強く蹴ることが苦 続けて長く泳ぐことができるようにする。
手な児童には，水の中に体を十分に沈め，膝を曲げて体を小 〔例示〕
さく縮めてから底や壁を蹴るように助言したり，け伸びで進 ○ 25～ 50ｍ程度を目安にした平泳ぎ
む距離を友達と競争したり自己の記録を伸ばしたりする場を ・ 両手を前方に伸ばし，ひじを曲げながら円を描くように
設定したりするなどの配慮をする。 左右に開き，水をかくこと。
・ 初歩的な泳ぎにおいて，手や足の動きと呼吸のタイミン ・ 足の親指を外側に開いて左右の足の裏や脚の内側で水を
グを合わすことが苦手な児童には，陸上で動きのイメージが 挟み出すとともに，キックの後に伸びの姿勢を保つこと。
できる言葉｢伸びて，イーチ・ニィー・サーン（手で水をか ・ 手を左右に開き水をかきながら，顔を前に上げ呼吸をす
いたり，足を動かしたりして），ブハ！（息をまとめて吐く），ること。
伸びて｣とともにタイミングを確認する場を設定したり，友 ・ 伸びた姿勢から顔を前方にゆっくりと起こしながら手を
達にゆっくりと引っ張ってもらいながら息継ぎのタイミング かきはじめ，肘を曲げながら顔を上げ呼吸した後，キックを
を声掛けしてもらったりするなどの配慮をする。 した勢いを利用して伸びること。

○ ゆったりとした平泳ぎ
イ もぐる・浮く運動遊び イ もぐる・浮く運動 ・ １ストロークで進む距離が伸びるように，キックの後に
もぐる・浮く運動遊びでは，その行い方を知るとともに， もぐる・浮く運動では，その行い方を知るとともに，呼吸 顎を引いた伏し浮きの姿勢を保つこと。

石拾いや伏し浮き などで，息を止めたり吐いたりしながら，を調整しながらいろいろなもぐり方をしたり，背浮き姿勢で ・ キックの勢いをしっかり利用するようにゆっくりと手を
いろいろな姿勢でもぐったり浮いた りすること。 浮いたり，簡単な浮き沈みをしたりすること。 かくこと。
［例示］ ［例示］
○ 水中でのじゃんけん，にらめっこ，石拾い，輪くぐりな ○ プールの底にタッチ，股くぐり，変身もぐりなどのいろ ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
どのもぐる遊び いろなもぐり方 ・ かえる足の動きが苦手な児童には，プールサイドに腰か
・ 水に顔をつけたり，もぐって目を開けたりすること。 ・ プールの底から足を離して，体の一部分をプールの底に けて足の内側で水を挟む動きだけを練習したり，壁や補助具
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・ 水中で息を止めたり吐いたりしながらもぐる遊びをする つけるようにもぐること。 につかまって仲間に足を支えてもらい練習したりする場を設
こと。 ・ 手や足を動かした推進力を利用して，上体からもぐった 定するなどの配慮をする。
・ 浮力に負けないように，手や足を使っていろいろな姿勢 り，友達の股の下やプールの底に固定した輪の中をくぐり抜 ・ 手や足の動きと呼吸のタイミングを合わすことが苦手な
でもぐること。 けたりすること。 児童には，陸上で動きの確認をする場を設定したり，水中を
○ くらげ浮き，伏し浮き，大の字浮きなど浮く遊び ・ 座った姿勢でもぐってから大の字姿勢に変わったり，仰 歩きながら仲間が息継ぎのタイミングを助言したりするなど
・ 壁や補助具につかまったり，友達に支えてもらったりし 向け姿勢でもぐってから伏し浮き姿勢に変わったり，体を回 の配慮をする。
て浮くこと。 転させたりするなど，水の中で姿勢を変えること。 ・ キックの後にすぐ手をかいてしまい，伸びることが苦手
・ 補助具や友達につかまり，体を伸ばした姿勢にして浮い ○ 背浮き，だるま浮き，変身浮きなどのいろいろな浮き方 な児童には，け伸びをしてから｢かいて，蹴る｣動きを繰り返
て進むこと。 ・ 補助具を抱えたり挟んだりして，浮力を生かしたいろい すことを仲間と確かめ合ったり，｢かいて，蹴って，伸びる｣
・ 息を吸って止め，全身の力を抜いて浮くこと。 ろな浮き方をすること。 の一連の動作をしたら一度立つように助言し，少ないストロ
○ バブリングやボビング ・ 大きく息を吸い込み全身の力を抜いて，背浮きやだるま ーク数で泳ぐ距離を伸ばす場を設定したりするなどの配慮を
・ 大きく息を吸ってもぐり，水中で息を止めたり吐いたり 浮きなどのいろいろな浮き方をすること。 する。
すること。 ・ 伏し浮きから大の字浮き，伏し浮きからだるま浮き，背
・ 息を止めてもぐり，口や鼻から少しずつ息を吐きながら 浮きから伏し浮きなど，ゆっくりと浮いた姿勢を変える変身 ウ 安全確保につながる運動
水面まで跳び上 がって息をまとめて吐いた後，空中ですぐ 浮きをすること。 安全確保につながる運動では，その行い方を理解するとと
に吸ってまたもぐること。 ○ だるま浮きやボビングなどを活用した簡単な浮き沈み もに，背浮きや浮き沈みをしながら，タイミングよく呼吸を
・ 頭の上に手を挙げながら（膝を曲げて）もぐり，手をさ ・ 息を大きく吸った状態でもぐり体が浮いてくる動きをし したり，手や足を動かしたりして，続けて長く浮くことがで
げながら（膝を 伸ばして）跳び上がる動きを繰り返すこと。 たり，浮いた姿勢から息を吐き体が沈んでいく動きをしたり きるようにする。

すること。 ［例示］
◎ 運動遊びが苦手な児童への配慮の例 ・ 浮いた姿勢から手や足を利用して口を水面上へ出すこと。○ 10〜 20 秒程度を目安にした背浮き
・ もぐる遊びで，水に顔をつけることが苦手な児童には， ・ 大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で，友達に背中 ・ 顔以外の部位がしっかりと水中に入った背浮きの姿勢を
少しずつ顔に水 がかかるようにシャワーを浴びたり，顎→ を押して沈めてもらい，息を止めてじっとして水面に浮上す 維持すること。
口→鼻→目へと徐々に水につけ る部分を増やしたりするな る動きをすること。 ・ 息を一度に吐き出し呼吸すること。
どの配慮をする。 ・ ボビングを連続して行ったり，連続したボビングをしな ・ 背浮き姿勢を崩さないように，手や足をゆっくり動かす
・ もぐる遊びで，水の浮力を受け，輪をくぐることが苦手 がらジャンプして移動したりすること。 こと。
な児童には，輪 の深さや数を変えたり，二人組でつくった ○ ３～５回程度を目安にした浮き沈み
手のトンネルをくぐったりする などの配慮をする。 ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 ・ 大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で，仲間に背中
・ 浮く遊びで，足が沈み，伏し浮きをすることが苦手な児 ・ プールの底にタッチにおいて，浮力の影響でもぐること を押して沈めてもらい，息を止めてじっとして水面に浮上す
童には，息を大 きく吸って止めたり，顎を引いて頭を水の が苦手な児童には，息を吐きながらもぐることや手や足を大 る浮き沈みを続けること。
中につけたり，無駄な力を抜い て体を真っ直ぐにしたりす きく使うことを助言したり，水深が浅い場を設定したりする ・ 浮いてくる動きに合わせて両手を動かし，顔を上げて呼
ることを助言するなどの配慮をする。 などの配慮をする。 吸をした後，再び沈み，息を止めて浮いてくるまで姿勢を保
・ バブリングで，水中で息を吐くことが苦手な児童には， ・ いろいろなもぐり方において，もぐり方を変えることが つ浮き沈みを続けること。
手の平にすくっ た水を吹き飛ばしたり，水面に浮いたもの 苦手な児童には，友達ともぐり方の真似をし合う場を設定し
を吐いた息で移動させたりする など，顔をつけずに息をま たり，陸上でできる動きを水の中でできないかを助言したり ◎ 運動が苦手な児童への配慮の例
とめて強く吐くことのできる遊びをするなどの 配慮をする。するなどの配慮をする。 ・ 背浮き姿勢での呼吸を続けることが苦手な児童には，浅
・ ボビングで，動きと呼吸のリズムを合わすことが苦手な ・ だるま浮きにおいて，体を小さく縮めることが苦手な児 い場所で踵を付けたまま背浮きになる姿勢の練習をしたり，
児童には，友達 と手をつないで一緒にボビングをするなど 童には，両膝を抱え込まずに持つ程度にした簡単な方法に挑 補助具を胸に抱えたり，仲間に頭や腰を支えてもらったりし
の場を設定したり， ｢プクプクプ ク（弱く吐く），ブハ！（水 戦することや，膝を抱えると一度は沈むがゆっくりと浮いて て続けて浮く練習をしたりするなどの配慮をする。
面を出たら大きく強くまとめて吐く），スゥー（すぐに吸う）くることを助言するなどの配慮をする。 ・ 浮き沈みの動きに合わせた呼吸をすることが苦手な児童
｣などの呼吸のリズムがイメージできる言葉を助言したりす ・ 背浮きにおいて，腰が沈まないようにして浮くことが苦 には，体が自然に浮いてくるまで待ってから息継ぎをするこ
るなどの配慮をする。 手な児童には，補助具が体から離れないようにしっかり抱え とや，頭を大きく上げるのではなく首をゆっくり動かし呼吸

て浮くように助言したり，友達に背中や腰を支えてもらう場 することを助言するなどの配慮をする。
を設定したりするなどの配慮をする。
・ 変身浮きにおいて，浮き方を変えることが苦手な児童に なお，着衣のまま水に落ちた場合の対処の仕方については，
は，一つの浮き方で浮いている時間を延ばしたり，｢つぼみ 安全確保につながる運動との関連を図り，各学校の実態に応
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がだんだん開いて，またしぼんでいく｣などお話づくりで変 じて積極的に取り扱うこと。
身していくイメージをもって挑戦したりする場を設定するな
どの配慮をする。
・ 連続したボビングが苦手な児童には，低学年で扱った呼
吸のリズムを再度確認したり，友達と手をつないでボビング
をしたりする場を設定するなどの配慮をする。

(2) (2) 水の中を移動したり，もぐったり浮いたりする簡単な遊 (2) 自己の能力に適した課題を見付け，水の中での動きを身 (2) 自己の能力に適した課題の解決の仕方や記録への挑戦
思 び方を工夫すると ともに，考えたことを友達に伝えること。に付けるための活動を工夫するとともに，考えたことを友達 の仕方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者
考 に伝えること。 に伝えること。
力
， ア 水の中を移動する運動遊びやもぐる・浮く運動遊びの簡 ア 自己の能力に適した課題を見付け，その課題の解決のた ア 自己の課題を見付け，その課題の解決の仕方を考えたり，
判 単な遊び方や場を選 ぶこと。 めの活動を選ぶこと。 課題に応じた練習の場や段階を選んだりすること。
断 ○ まねっこをする動物を選ぶ例 ○ 進んだ距離やできた回数を確かめて自己の課題を見付け ○ 学習カードや掲示物などを活用して，自己の課題を見付
・ 動物を選んだり，友達が選んだ動物の動きを取り入れた る例 ける例
りすること。 ・ け伸びや初歩的な泳ぎで進んだ距離，連続ボビングの回 ・ 学習カードや掲示物などを活用し，動きのポイントと自

力 ○ 石拾いや輪くぐりの場を選ぶ例 数など，自己で決めた距離や回数に挑戦することで，自己の 己や仲間の動きを照らし合わせて自己の課題を見付けるこ
・ 拾う石の数や色を決めたり，輪の置き方（縦・横・斜め） 課題を見付けること。 と。

， や数，輪を沈 める深さなどを変えたりするなど，楽しくで ○ 真っ直ぐに体を伸ばしたけ伸びにするための活動を選ぶ ○ 距離や回数，時間を確認して，自己の課題を見付ける例
表 きる場や遊び方を選ぶこと。 例 ・ クロールや平泳ぎで進んだ距離や，浮き沈みの回数，背
現 ○ バブリングやボビングを取り入れて遊ぶ工夫の例 ・ 補助具を活用して体を真っ直ぐに伸ばした時間を長くと 浮きの時間など，自分で決めた距離や回数，時間に挑戦する
力 ・ バブリングでは，水中でのじゃんけんを繰り返したり， る練習や，伸びた状態で友達に手を引っ張ってもらう練習な ことで，自己の課題を見付けること。
等 水中でいろいろ な言葉を伝え合ったりするなど，楽しくで ど，自己の課題に適した練習の仕方を選ぶこと。 ○ 手や足の動きと呼吸を合わせるための活動を選ぶ例
きる遊び方を選ぶこと。 ○ 手や足をバランスよく動かし，呼吸をしながら進むため ・ 口伴奏で呼吸のタイミングを確かめたり，補助具の種類
・ ボビングでは，一緒にする人数を増やしたり，友達と合 の活動を選ぶ例 や練習場所を選んだりするなど，自己の課題に応じた練習の
わせるタイミン グを変えたりするなど，楽しくできる遊び ・ 陸上で手や足の動かし方と呼吸を合わせた動きをしたり，場や仕方を選ぶこと。
方を選ぶこと。 補助具を使って体を安定させて手や足の動きと呼吸を合わせ ・ ＩＣＴ機器を活用して，課題や解決のための動きのポイ

たりするなど，自己の課題に適した練習の仕方を選ぶこと。 ントを仲間と確認し，自己の課題に応じた練習の仕方を選ぶ
イ 友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたことを友達 ・ け伸びで進んだ回数をグループで競ったり，連続ボビン こと。
に伝えること。 グでのリレーをしたりするなど，自己の能力に適した競争の
○ 水中でのいろいろな歩き方や走り方を友達に伝える例 仕方を選ぶこと。 イ 自己の能力に適した記録への挑戦の仕方を選ぶこと。
・ 試した動物の動きや，友達が行った動物のよい動きを伝 ○ 距離や回数を基にして記録への挑戦の仕方を選ぶ例
えること。 イ 課題の解決のために考えたことを友達に伝えること。 ・ 自ら選んだ泳ぎ方（クロールや平泳ぎ）で続けて長く泳
・ スムーズに歩いたり走ったりするために，方向や速さを ○ け伸びや初歩的な泳ぎでの動きを友達と見合ったり補助 いだり，決まった距離でのストローク数に挑戦をしたりする
変えるときの手 や足の使い方を見付け，友達に伝えること。をし合ったりする過程で，考えたことを伝える例 など，自己や仲間の能力に応じた記録への挑戦の仕方を選ぶ

・ け伸びや初歩的な泳ぎについて見付けた友達のよい動き こと。
や課題の解決のための動きのポイントを言葉や動作で伝える
こと。 ウ 課題の解決のために自己や仲間の考えたことを他者に伝
○ いろいろなもぐり方や浮き方を友達に伝える例 えること。
・ 自ら試したいろいろなもぐり方や浮き方を友達に紹介し ○ クロールや平泳ぎでの自己や仲間の課題を解決する過程
たり，互いのよ い動きの真似をしたりすること。 で見付けたことや 考えたことを伝える例

・ ペアやグループで陸上や水中から役割を決めて互いの動
きを見合ったり，互いの練習の補助をし合ったりすることを
通して，見付けた動きのポイントや自己や仲間の課題に適し
た練習方法を伝えること。
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○ 安全確保につながる運動での仲間の動きのよさを伝える
例
・ 自己や仲間の手や足の動きや呼吸の合わせ方のよさを仲
間同士で確かめ合ったり称賛し合ったりすること。

(3) (3) 運動遊びに進んで取り組み，順番やきまりを守り誰とで (3) 運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく運 (3) 運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動を
学 も仲よく運動をしたり，水遊びの心得を守って安全に気を付 動をしたり，友達の考えを認めたり，水泳運動の心得を守っ したり，仲間の考えや取組を認めたり，水泳運動の心得を守
び けたりすること。 て安全に気を付けたりすること。 って安全に気を配ったりすること。
に
向 ア 水につかって動物の真似をしたり鬼遊びをしたり，いろ ア け伸びや初歩的な泳ぎをしたり，いろいろなもぐり方や ア 水泳運動が自己保全のために必要であることを生かし，
か いろな姿勢でもぐったり浮いたりするなど，水遊びに進んで 浮き方をしたりするなど，水泳運動に進んで取り組むこと。 クロールや平泳ぎをしたり，背浮きや浮き沈みをしたりする
う 取り組むこと。 イ け伸びをする際に順番にスタートしたり，決まった場所 などの水泳運動に積極的に取り組むこと。
力 イ 水遊びをする際に，順番やきまりを守り，誰とでも仲よ で友達と練習したりするなど，水泳運動のきまりを守り，誰 イ 自己や仲間の課題を解決するための練習では，練習場所
， くすること。 とでも仲よく励まし合うこと。 やレーンの使い方，補助の仕方などの約束を守り，仲間と助
人 ウ 水遊びで使用する用具の準備や片付けを，友達と一緒に ウ 水泳運動の練習で使用する用具の準備や片付けを，友達 け合うこと。
間 すること。 と一緒にすること。 ウ 水泳運動で使用する用具の準備や片付けなどで，分担さ
性 エ 準備運動や整理運動をしっかり行う，丁寧にシャワーを エ 互いの動きを見合ったり補助をし合ったりするときに見 れた役割を果たすこと。
等 浴びる，プールサイドは走らない，プールに飛び込まない， 付けた動きのよさや課題について伝え合う際に，友達の考え エ 課題を見付けたり，解決方法を工夫したりする際に，仲
友達とぶつからないように動くなどの水遊びの心得を守るこ を認めること。 間の考えや取組を認めること。
と。また，水遊びをする前には，体（爪，耳，鼻，頭髪等） オ 準備運動や整理運動を正しく行う，バディで互いを確認 オ プールの底・水面などに危険物がないかを確認したり，
を清潔にしておくこと。 しながら活動する，シャワーを浴びてからゆっくり水の中に 自己の体の調子を確かめてから泳いだり，仲間の体の調子に

入る，プールに飛び込まないなど，水泳運動の心得を守って も気を付けるなど，水泳運動の心得を守って安全に気を配る
◎ 運動遊びに意欲的でない児童への配慮の例 安全を確かめること。 こと。
・ 水に対する恐怖心がある児童には，安全面からもペアで
の学習（バディシステム）を取り入れ，友達と一緒に行う水 ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例 ◎ 運動に意欲的でない児童への配慮の例
遊びの楽しさを味わえるようにしたり，水慣れの時間を十分 ・ 水に対する恐怖心や違和感を抱く児童には，低学年での ・ 水に対する恐怖心や違和感を抱く児童には，すぐに泳法
に確保したり，できたことを称賛したりしながら水遊びを楽 水遊びを単元や授業の始めに取り入れたり，ゲーム的な要素 の練習を行うのではなく，もぐったり浮いたりしながら呼吸
しめるようにするなどの配慮をする。 のある運動をしたりするなどの配慮をする。 の仕方について確認する場を設定するなどの配慮をする。
・ 友達と一緒に水遊びをすることを好まない児童には，友 ・ 友達と練習することが苦手な児童には，自己の能力に適 ・ 仲間とうまく関わりながら学習を進めることが苦手な児
達と協力して一緒に取り組む水遊びを紹介したり，友達同士 した距離や時間等の明確な目標をもって挑戦する場を設定 童には，ペアやグループ編成を工夫したり，その児童の伸び
で互いの動きのよさを認め合う機会を設定したりするなどの し，その成果を友達と見合ったり，友達と課題を一緒に解決 や仲間との関わりの成果を仲間同士で積極的に認める場を設
配慮をする。 する活動を取り入れたりするなどの配慮をする。 定したり，仲間と一緒に達成する課題を設定したりするなど
・ 既に初歩的な泳ぎを身に付けている児童には，ワニ歩き ・ 既にクロールや平泳ぎができる児童には，け伸びの距離 の配慮をする。
で頭までつかりながら行うよう助言し，その動きのよさを全 をより伸ばすことを助言したり，いろいろなもぐり方をする ・ クロールや平泳ぎが 50 ｍ以上泳ぐことができる児童に
体に伝えたり，石拾いで石の数や色を指定して（連続して行 場面で腹や背中をプールの底に付けたり逆立ちや連続回転を は，設定した距離をより少ないストローク数で泳ぐことに挑
うボビングの回数を指定して）児童にとってより適した課題 したりすることを助言したりするなど，挑戦する課題を提示 戦する場を設定したり，いろいろな泳ぎ方で競うリレーを取
を提示したりするなどの配慮をする。 するなどの配慮をする。 り入れたりするなどの配慮をする。


